
霧
窯
覇
エ
本
門
酬
に
於
け
る
二
郎
の
群
円
型
一
紀
行
に
就
い
て
λ
下
）

第
二
幸
七
潔
斎
閥
號
　
　
｝
一
〇

李
朝
末
期
に
於
け
る
二
三
の
日
本
紀
行
に
就
い
て
（
下
）

内
　
藤

麓
り
　
　
　
柱

　
　
　
駒

4
μ

二
、
泌
　
様
　
録

　
こ
の
書
は
乙
二
歳
（
明
治
二
＋
八
年
）
、
貸
本
駐
剤
特
命
全
礎
公

使
と
な
っ
た
高
永
喜
の
鳩
宮
と
し
て
縫
具
し
た
奏
妊
聴
許
嘗
李
台

㊦
）
植
の
H
本
見
聞
記
で
あ
の
五
層
九
旦
陰
暦
）
赴
繭
簿
陛
よ
り
翌
年

四
月
二
十
五
日
、
購
魚
津
頭
に
錦
，
着
す
る
ま
で
の
約
…
ケ
年
に
亙

る
詑
録
で
あ
る
。
こ
の
記
録
を
大
別
す
る
と
日
本
の
制
度
・
風
俗

等
に
…
封
ず
る
観
察
、
ヨ
ー
纂
ッ
パ
風
俗
へ
の
驚
異
、
慶
纏
…
義
塾
と

の
關
係
記
癖
い
閾
妃
事
件
に
撫
す
る
も
の
、
朝
鮮
國
王
の
露
國
公

使
館
移
御
に
關
す
る
記
事
等
に
分
つ
．
〕
と
が
出
來
よ
う
、
、

　
先
づ
彼
が
欝
本
の
各
種
文
化
の
頭
声
に
驚
い
た
記
事
は
随
燧
に

見
る
こ
と
が
出
塁
る
が
今
は
省
略
し
、
七
月
三
日
の
謁
見
式
の
感

想
を
「
陛
箆
時
箇
次
及
宮
室
幾
麗
、
未
能
筆
記
」
と
感
激
を
以
て
記

し
て
を
る
こ
と
を
濠
意
し
よ
う
．
．
次
に
欝
本
の
諸
制
度
、
就
中
、

地
方
制
度
・
．
税
制
簿
に
就
い
て
記
し
、
更
に
致
治
は
立
憲
政
器
で

國
に
大
事
あ
れ
ば
洗
づ
國
會
議
員
に
議
し
、
次
で
貴
族
及
び
華
族

院
に
議
す
る
が
「
近
日
國
禽
立
論
強
剛
、
｝
出
其
議
期
淫
女
叛
絶
、

名
難
立
憲
政
治
、
漸
爲
共
和
政
治
。
」
と
い
っ
て
を
の
、
以
て
鮮
人

に
映
じ
た
當
聴
の
議
脅
の
漁
況
を
知
る
こ
と
が
娼
來
る
。

　
ま
た
鷺
繍
制
に
乱
就
い
て
は
陸
擢
県
に
六
ケ
蜥
脚
網
囲
、
海
軍
に
五
言
｛
寸
を

學
げ
て
を
る
が
、
軍
額
に
は
五
等
を
記
し
理
役
・
豫
備
・
後
備
・
外

膜
・
暴
民
に
分
っ
て
を
り
、
特
に
外
蕃
の
名
が
注
意
す
べ
く
、
然

し
て
國
民
糟
兵
、
十
九
歳
に
し
て
入
賑
す
る
が
、
た
“
長
子
及
び

癩
疾
あ
る
も
の
は
入
ら
す
、
十
二
年
後
に
兵
役
を
発
除
さ
れ
る
。

又
、
皇
太
予
の
奪
貴
を
以
て
軍
隊
に
入
の
て
畢
蓋
し
、
時
に
凡
卒

と
同
様
の
行
動
を
さ
れ
る
こ
と
に
感
心
し
な
が
ら
、
此
れ
他
な
し

（　・！　L）　（；　）



皇
族
が
兵
罐
を
世
執
し
て
他
人
に
輿
へ
ざ
る
の
計
で
あ
る
。
故
に

．
各
親
王
は
一
等
の
名
蒋
に
非
る
は
な
い
．
今
現
に
墨
太
子
も
少
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

の
官
に
ゐ
ら
れ
る
と
い
っ
て
を
る
の
は
建
軍
の
本
義
を
理
解
し
得

な
か
っ
た
皮
柑
の
見
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
次
に
九
月
二
十
五
臼
腱
鳥
岡
に
於
て
行
は
れ
た
北
白
川
宮
能
久

親
王
の
御
葬
逸
に
列
し
、
そ
の
御
模
様
を
詳
記
し
て
を
る
こ
と
も

注
意
す
べ
く
、
更
に
地
震
に
屈
す
る
記
事
が
頻
出
し
七
月
五
臼
子

刻
、
八
月
五
爵
、
十
月
十
一
二
臼
麗
と
、
大
震
あ
・
り
、
璽
年
一
月
九

日
に
ま
た
大
．
震
あ
り
「
屋
子
之
擾
動
如
坐
紅
、
中
。
…
幾
乎
額
厭
…
静
」
と

い
ひ
今
ま
で
の
中
で
最
も
激
し
き
も
の
と
い
ふ
て
を
る
が
、
岡
月

二
＋
三
H
に
は
一
叢
の
激
震
あ
り
、
叉
三
拷
七
研
の
夜
に
も
大
震

あ
り
㎝
、
麗
予
幾
乎
頽
塵
．
、
極
爲
棟
繰
。
種
々
有
効
警
。
蒲
未
有
甚

於
、
回
番
也
。
」
と
い
っ
て
を
る
。

　
叉
彼
が
當
時
日
本
に
行
は
れ
て
る
た
織
米
風
俗
に
着
し
て
如
何

な
る
感
想
を
有
し
て
み
た
か
と
い
ふ
に
十
月
十
臼
夜
、
佛
蘭
西
公

館
の
舞
踏
會
に
赴
い
た
時
の
感
惣
を
記
し
て
、

　
舞
楽
舞
踏
愈
者
瞬
洋
人
風
俗
也
。
西
洋
弓
隠
入
五
十
絵
入
洋
女

　
三
十
鰍
入
、
及
玉
本
各
大
距
並
來
禽
、
瀬
行
｝
巡
後
、
洋
麟
諸

李
川
町
末
蝋
酬
に
轍
魚
る
二
鷲
の
欝
峯
愚
行
に
就
｝
い
て
　
ハ
下
）
・

　
算
筆
儒
露
上
豊
後
。
諸
洋
入
各
抱
㎞
女
。
周
行
踏
舞
。
眞
傷
風

　
牽
谷
也
．
》

　
イ
｛
　
　
’

と
概
曝
し
て
を
の
、
儒
教
道
徳
に
圏
つ
た
彼
の
驚
き
を
察
す
る
こ

と
が
掲
來
る
が
、
こ
れ
は
翌
年
貸
費
四
臼
①
條
に
朝
鮮
王
が
断
髪

さ
れ
た
と
い
ふ
外
部
の
來
電
を
見
て
潰
え
す
嚢
凋
落
醜
し
、
如
何

に
し
て
か
か
る
墾
を
な
さ
れ
た
か
と
疑
ひ
、

　
我
順
麟
檀
箕
以
來
裏
層
年
。
衣
冠
文
物
｝
朝
嵐
去
。
渡
入
於
禽

　
獣
之
域
。
浦
擬
傷
痛
。
圏
知
仮
．
措
。
且
帯
楚
任
住
是
邦
。
此
眞

　
逃
遁
不
得
。
將
若
黒
総
。

と
い
っ
て
通
宥
篠
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
日
爾
書
記

と
共
に
忍
痛
烏
鷺
し
て
断
髪
し
「
只
恨
生
繭
不
辰
而
巳
」
と
い
っ
て

を
り
、
そ
の
、
心
中
の
動
揺
を
蓮
べ
て
φ
4
2
る
が
、
こ
の
断
髪
令
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

本
國
に
於
て
も
非
常
な
反
封
が
起
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
。
更
に
疋

五
七
日
、
輻
酸
素
吉
を
訪
問
し
た
時
、
始
め
て
洋
服
を
着
て
繊
か
〆

け
た
が
讐
甘
心
差
塊
。
學
瀕
無
地
．
．
凹
蛋
黛
素
心
也
ご
と
い
ふ
有
様

で
あ
っ
た
、
さ
れ
ば
三
月
二
十
R
蜂
須
賀
茂
舘
の
嗣
子
の
披
露
宴

に
招
か
れ
た
際
、
新
婚
の
妙
嬬
が
門
に
臨
ん
で
筏
客
を
迎
、
へ
、
岡

じ
く
宴
席
に
参
す
る
の
は
算
段
駁
く
べ
し
と
詑
す
に
至
っ
た
の
で

箆
二
十
七
巻
　
第
閥
號
　
　
一
一
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をた野上もに生の來は｝諭　れ藤琵るすくら
る纂料言ぶいも’の學1；弱そさ　なののれ三く

か
　む．．》

朝

、鮮
al）

第
二
十
七
巻
　
第
闘
號
　
　
　
　
ご
　

－
か
、
　
こ
れ
」
は
そ
の
晶
溺
・
醸
・
力
丁
細
ゑ
脳
灘
　
六
十
…
…
瀞
順
の
曲
一
概
宴
で
あ
っ
晦
』

け
れ
ど
も
、
恰
も
窃
笑
崩
逝
の
確
報
を
え
て
み
た
の
で
國
制
に
よ

わ
来
だ
赴
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
記
し
て
を
る
。
寓
言
毅
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
る
た
朝
鮮
筆
生
は
貰
無
題
に
齢
し
て
み
た
如
く
、
七
埼
八
日
闘

王
の
萬
難
病
に
際
し
望
賀
の
禮
を
行
ふ
や
、
参
列
し
た
在
留
畢
生

は
慶
慮
義
塾
學
生
一
百
三
十
襟
人
、
荒
鷲
學
生
十
絵
人
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

此
他
凡
そ
本
國
入
二
貰
絵
入
が
見
え
た
。
こ
れ
・
偽
を
以
て
み
て
も

當
時
の
留
日
錐
生
の
大
虚
．
分
は
麗
慮
義
塾
に
在
擁
し
た
こ
と
が
知

ら
拠
る
。

　
か
か
る
平
入
學
生
と
義
塾
と
の
特
殊
黒
瀬
は
如
何
に
し
て
生
じ

た
か
。
・
て
れ
は
輻
灘
影
青
と
朝
緋
と
の
欄
係
に
外
な
ら
．
ぬ
。
今
、

石
川
幹
明
著
の
鵬
…
葎
識
吉
野
四
…
…
一
八
頁
に
よ
る
と
…
、
凝
脂
義
塾
…
に

於
け
る
朝
鮮
の
留
期
生
は
明
治
十
四
年
撫
古
黒
瀬
の
來
濡
し
た
の

を
始
め
と
し
岡
十
旗
年
に
は
徐
載
粥
以
下
敏
十
名
の
留
意
生
が
渡

乱
し
て
先
生
の
振
替
下
に
義
塾
叉
は
瞳
軍
の
戸
山
墨
校
に
入
墨
し

①み
ト
…
と
見
え
て
を
う
か
ら
明
治
十
四
五
年
頃
に
爾
者
の
關
係
は
始

ま
つ
九
と
考
へ
ら
れ
る
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
大
鳶
職
澤
濃
霧
は
潔
く
か
ら
朝
鮮
の
問
題
に
留
意
し
た
や
う
で

（・kL）S＞
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政
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黒漆
澤滞
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乃中

い洋
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さ
れ
ば
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六
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出
身
の
小
謡
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三
十
五
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に
留
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を
命
じ
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上
公
使

　
　
　
　
　
　
鷺
瑞
峯
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臣
聖
学
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．

ド．曽
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こ／．x
フ掘

る

こ

と

に

な

わ
　N

樹
そ

の
八
月
に
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．
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菅
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潔
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．
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憎
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＋
台
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∵
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え
ぬ
も
の
㌦
か
あ
っ
た
σ
彼
も
亦
、
家
郷
の
父
母
の
蹴
庶
と
か
、
関
公

一
族
の
愚
答
と
か
を
恩
ふ
て
大
い
に
苦
界
し
た
、
，
璽
臼
も
．
公
使
以

下
参
集
し
て
た
囲
愛
賦
す
る
ば
か
り
、
未
だ
的
報
も
な
く
爆
為
外

部
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電
報
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も
更
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ゲ
喚
か
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新
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り

見
れ
ば
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ふ
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ざ
る
の
虎
あ
り
．
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だ
眞
爲
を
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す
二
心

黒
点
た
る
の
み
、
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凌
二
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工
日
．
溝
隠
朝
士
一
行
る
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す
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．
』
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何
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も
、
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単
一
賓
．
樫
恨
之
色
。
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手
事
紛
、
焦
、

客
懐
餅
盤
也
し
と
い
ふ
有
様
で
あ
．
つ
九
．
、
二
牽
四
日
午
後
に
憤
り

木
工
，
よ
り
返
電
が
鋼
．
滑
し
た
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丈
点
尽
判
明
せ
・
麟
、
、
遙
か
に
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…
入
を

酵
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で
ロ
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．
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、
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あ
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内
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ら
瞬
妃
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し
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と
す
る
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が
あ
っ
た
の
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．
で
種
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儀
簿
・
を
改
．

め
ね
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な
．
や
マ
、
恰
も
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任
大
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の
到
．
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る
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し
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然
る
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日
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憲
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．
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部
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．
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．
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．
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．
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．
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簸
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＋
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．
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．
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．
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．
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砿
－
に
、
者
さ
れ
た
…
、
臨
一
事
小
弓
．
隅
篇
の
巾
・

　
に
も
、
娩
液
箇
洋
の
磁
力
が
壌
洋
に
躍
り
宗
ろ
其
有
鑓
は
火
災
の
蔓

　
延
す
う
も
の
に
雛
∵
、
獄
ら
．
な
い
，
v
然
る
に
鼻
面
朝
鮮
が
飛
繍
凸
に
し
て
其

　
勢
に
賞
る
こ
・
、
」
の
出
來
な
い
の
綜
木
瀧
ぶ
屋
の
火
に
堪
え
ざ
る
に
樫

　
し
い
《
故
に
我
爵
の
力
を
以
て
こ
為
勲
助
く
る
の
腱
他
の
た
め
に
す

　
る
の
で
な
く
．
汽
か
ら
た
め
．
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
武
以
．
て
こ
れ
を
保

　
鼓
し
、
丈
以
て
こ
れ
を
誘
…
嚇
し
、
譲
に
我
限
の
侮
に
倣
う
て
近
臨
の

　
仏
人
罷
「
に
入
ら
し
め
わ
．
は
な
ら
ぬ
Q
撫
む
を
得
ざ
る
場
ム
ロ
に
は
或
は
艶
ハ

　
鎚
牽
を
張
欄
す
る
も
た
亥
な
い
Q
今
貸
の
畿
に
敬
任
し
て
艀
し
こ
れ

　
ら
の
隣
土
が
難
．
洋
人
の
訴
に
鯨
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
恰
亀
火
災
の
火

酒
瓢　．

十
七
谷一．

繊
號

＝
八

（・工騒）

且



　
一
兀
を
購
げ
家
に
招
い
た
や
ろ
蹴
も
の
で
、
嫌
一
躍
携
の
不
灘
牌
を
い
へ
ば
欝
申
學

　
の
猫
㌦
蹴
も
疑
は
ざ
る
を
え
延
い
扁
と
い
っ
て
あ
る
。

④
本
篇
は
朋
治
十
弗
年
、
…
貧
背
縫
々
強
無
事
著
灘
看
鷺
猫
．
載
電
れ
た

　
も
の
で
今
は
…
瓢
澤
全
集
第
八
唇
外
交
篇
に
載
っ
て
を
ろ
○
そ
の
内
容

　
は
中
々
有
総
な
丈
亭
で
あ
る
が
紙
歎
に
暗
愚
せ
ら
れ
る
の
で
此
に
引

　
漏
す
る
こ
と
附
言
す
る
。

⑦
漏
澤
全
集
第
八
谷
（
明
治
＋
嵐
年
ナ
ニ
海
七
擬
よ
り
弼
月
＋
二
翫

　
に
叢
る
）
・
｝
鼠
鳴
…
に
於
て
は
丈
蔀
の
敷
略
は
口
｛
惣
腹
劔
、
朝
鮮
の
搭
　
醗
暦

　
総
省
も
樺
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
し
翼
に
漁
獲
の
歎
略
は
覆
北
の
既
損

　
を
東
に
償
は
ん
と
て
露
艦
忽
然
と
し
て
尤
山
津
に
撮
現
す
る
な
き
を
．

　
期
す
べ
か
ら
ず
と
い
っ
て
露
晦
M
の
畑
霧
鮮
進
嵩
を
瞥
熱
し
て
を
る
。

③
編
澤
全
集
第
八
黛
、
率
場
欝
靭
鮮
に
行
く
」
霧
漁
＋
六
年
一
月
＋

　
一
珂
よ
り
同
冠
十
三
口
に
互
る
）
の
欝
考
の
線
。

⑨
こ
の
牛
劣
の
渡
韓
に
際
し
鵜
澤
が
そ
の
笠
行
を
期
し
た
一
項
圃
猷
新

　
聞
紙
の
奨
行
で
あ
っ
た
。
（
…
脳
澤
傳
第
嘗
巷
二
九
八
頁
）
侮
、
こ
の
牛
晒

　
揚
渡
韓
の
後
、
金
王
均
が
蘇
國
の
上
、
徐
載
粥
を
始
め
歎
＋
名
の
青

　
年
子
弟
を
二
本
に
留
墨
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
難
二
方
を
瓢

　
深
先
盤
に
依
頼
し
て
來
た
の
で
先
週
は
こ
為
を
狸
蕎
饗
の
鯛
邸
に
牧

　
養
し
、
或
は
慶
慮
義
塾
に
、
或
な
二
軍
戸
山
學
校
に
興
他
、
各
技
衛

　
の
方
醗
に
そ
れ
ぞ
れ
就
難
せ
し
め
ら
れ
た
○
　
（
編
灘
徳
第
三
巻
二
九

　
七
頁
）
と
い
ふ
こ
と
も
…
灘
幽
し
て
翻
機
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

⑩
池
田
秋
焚
篤
、
欝
韓
含
邦
小
輿
七
七
頁

新
聞
集
薩
、
勝
漁
編
年
典
嬢
九
巷
ハ
窮
盈
二
十
七
年
十
二
月
）

李
朝
隠
州
に
於
け
る
磁
器
の
鷺
塞
紀
行
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

（
下
）

．
⑭
　
編
灘
流
露
簿
　
第
∴
呂
巷
　
麟
蕪
八
街

⑳
こ
の
事
件
献
＋
鍔
十
二
謎
に
行
は
れ
た
外
辮
涙
の
李
範
晋
憶
が
露

　
米
め
後
叢
靴
混
み
當
発
煙
離
、
曇
…
羅
宮
を
襲
ひ
瞬
策
及
び
麗
太
子
を
．
奪

　
露
鰹
公
絞
館
に
捧
ひ
去
ら
ん
と
し
て
失
擁
し
た
瑠
件
で
あ
る
○
（
朝
鮮

　
央
大
系
最
近
燈
奥
　
四
滴
呂
頁
）

⑱
朝
鮮
史
火
系
蹟
返
俊
史
…
悶
五
二
羅
九
頁

　
儒
角
筆
辮
著
　
韓
野
島
　
五
〇
三
　
　
烈
○
輪
帯

⑪
鎌
髪
巽
の
他
、
急
級
な
る
改
革
案
へ
の
反
鍔
は
李
昭
癒
等
の
春

　
州
際
の
難
の
晃
擾
と
な
り
東
南
諸
地
方
に
事
大
し
地
方
震
の
害
せ
ら

　
れ
る
も
の
数
十
人
に
負
し
猟
年
一
月
に
は
將
さ
に
畿
旬
を
犯
さ
ん
と

　
し
京
城
の
親
衛
除
は
こ
れ
が
討
伐
に
向
つ
た
．
べ
同
上
、
最
近
世
史
｝

　
璽
漁
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
～

　
［
『
罪
孝
定
手
記

　
本
書
は
閾
妃
事
件
後
鷺
謙
と
で
も
い
ふ
べ
く
乙
未
の
攣
の
中
心

人
物
で
あ
る
掲
範
善
を
総
る
亡
命
鮮
入
の
離
含
集
散
の
歌
が
小
説

を
譲
む
が
如
く
記
さ
れ
、
殊
に
婚
期
審
件
の
眞
紹
を
彷
彿
せ
し
め

る
と
共
に
掲
語
語
の
行
爲
を
以
て
國
賊
と
し
、
之
に
復
纏
を
加
へ

ん
と
せ
し
沸
孝
．
定
と
の
關
係
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
墾
、
禺
爾
人

の
歴
輿
と
も
い
は
れ
、
紀
行
文
と
し
て
扱
ふ
べ
き
で
は
な
い
が
、

本
書
の
記
事
は
大
部
分
が
臼
本
在
留
當
時
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、

第
二
十
七
巷
無
漏
號
　
　
一
　
九



　
　
　
華
朝
財
田
に
於
隔
る
瓢
…
諜
の
欝
庫
鵜
行
に
就
い
て
　
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悼

當
騨
の
亡
命
鮮
入
の
欝
本
に
於
け
る
生
活
歎
態
、
我
が
・
冨
燭
の
虞

置
等
も
知
る
事
が
雌
來
て
興
昧
誠
に
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
内

容
を
委
細
に
説
聾
す
る
は
獄
何
か
と
恩
は
れ
る
し
、
紙
数
も
既
に

豫
定
を
趨
過
し
て
を
る
か
ら
此
に
は
そ
の
大
賊
を
記
す
こ
と
と
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
明
治
三
十
一
年
（
光
武
二
年
）
夏
、
皇
太
公
代
理
蓮
動
失
敗
の
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

頽
藤
公
使
に
拗
め
ら
れ
て
亡
命
渡
臼
し
九
安
綱
醤
、
労
「
孝
鐙
が
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

ノ
關
の
養
「
帆
櫨
に
朴
泳
孝
を
訪
ね
、
次
で
高
簾
漉
を
門
司
蕨
震
に

煽
り
互
に
憩
許
し
弛
が
、
三
十
三
年
朴
泳
孝
が
朝
日
新
覇
．
　
を
兵
庫

市
に
設
け
韓
専
一
昌
甲
生
三
十
捺
入
を
牧
容
教
ザ
ー
回
す
る
や
、
．
鵜
範
善

を
牲
張
と
し
勢
孝
矩
序
農
．
鷺
ど
し
た
。
某
鍵
、
．
栂
犠
に
於
て
談
、

廊
廟
の
珊
歌
に
及
ぶ
や
、
　
”
噌
然
と
し
て
嘆
じ
、
既
の
際
断
乎
、

｛
衛
弊
の
廃
塘
葎
ル
も
｝
転
ふ
9
べ
く
國
気
陛
四
面
の
熔
氷
、
乳
ハ
の
恋
十
赫
慨
ル
塙
行
尺

る
の
み
と
い
っ
た
が
、
偶
宏
撮
影
愛
後
一
嘗
を
棄
て
て
不
単
、
属

愚
の
、
爲
め
に
復
鎚
は
」
ん
と
み
る
八
弊
屈
糖
が
労
章
冗
わ
筆
癖
ね
八
月
脳

扇～

ﾉ
於
て
ゼ
∵
戯
（
繍
．
／
中
心
人
3
高
な
る
か
　
∴
川
っ
て
祖
．
、
う
諺
麹
、
デ
も
四
一

裏
を
探
．
ら
ん
と
し
て
種
た
の
爆
心
を
な
し
、
・
、
　
酪
、
亡
命
政
客
の

猛
來
、
頗
る
録
綜
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
中
で
も
．
，
胴
が
自
d
牛
生

馬
二
十
七
巷
　
第
欝
號
　
　

一
二
〇
、

の
嫉
．
輿
と
し
て
、
ま
た
上
牟
裁
の
．
功
と
し
て
乙
未
の
縫
爾
後
の
談
じ
贈

情
を
藷
っ
て
を
る
と
こ
ろ
が
注
課
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
大
要
は

か
の
三
罎
干
渉
後
、
井
上
大
使
帰
顯
し
三
浦
公
使
代
っ
て
渡
蔑
せ

ん
と
す
る
や
、
鰯
公
使
は
漢
城
の
政
纏
、
疑
雲
寓
戯
、
鋸
相
の
挿

捉
園
雛
な
る
に
よ
。
、
親
日
派
と
し
て
知
ら
れ
㌶
蹄
亡
命
中
の
朴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

泳
孝
と
為
、
H
見
す
る
の
必
要
を
感
じ
上
野
の
欝
．
嚢
軒
に
て
一
隅
介
し
、

朝
鮮
の
政
治
改
奮
に
就
て
惹
見
を
焚
換
し
た
時
、
朴
泳
孝
は
そ
の

最
大
障
碍
と
し
て
○
○
○
○
○
○
と
答
へ
た
が
、
今
の
政
親
中
、

窺
ハ
に
無
駄
霜
乎
と
な
る
べ
き
強
力
な
る
人
物
如
何
と
の
嗣
に
難
し

て
は
源
蒲
隈
鯨
骨
齢
工
大
縦
長
．
，
桝
鱗
糊
告
・
な
り
と
瓢
ハ
へ
ら
、
れ
た
の
で
、
一
二

h
翻
．
赫
｛
繍
駄
ほ
渡
淋
糧
後
、
．
婦
傭
駅
無
に
画
喬
艮
跨
る
や
、
籾
は
政
界
の
．
…
堀
肱
肱
ル
｝

諮
る
と
共
に
窒
鋳
の
．
方
曾
．
，
雀
し
て
、
（
イ
）
富
中
、
内
藤
の
別
を
明

に
し
～
（
翼
）
罎
爺
の
戴
制
を
揮
制
す
べ
く
（
ハ
三
儀
妃
の
．
存
在
は
政

協
黒
卓
瀞
隷
に
嬬
脚
あ
り
と
凧
魁
べ
、
・
公
使
は
鳴
嬬
霞
躍
し
’
π
誤
〃
、
響
か
難
（
酌
の
「
舞
甲

を
な
さ
ざ
れ
ば
非
巾
写
の
功
に
期
し
．
乏
い
と
い
つ
，
江
と
こ
ろ
、
公
佼

は
三
菱
庸
の
熟
慧
の
、
衰
喜
∵
い
べ
し
と
て
｝
旦
溺
れ
、
三
β
の
後

幅
目
蒲
グ
翻
∵
を
獣
四
養
し
穴
矯
認
引
ル
烈
B
罎
渦
鮨
π
し
嘱
都
べ
し
と
…
苔
諮
．
て
日
　

　
　
　
　
　
　
が

出鼠

虚
ﾑ
慰
冨
、
汎
｛
の
．
淋
田
決
し
途
に
八
月
瀧
十
日
の
大
漁
酬
涛
…
行
と
な
り
坤

（一1：・3〈｝〉



憲轡

ｩ
胸
脚
期
に
於
け
る
二
蕪
の
撰
塞
鵜
行
に
震
い
て

ハ
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

寧
閣
外
、
．
宛
響
た
る
蛾
眉
も
径
し
く
泥
土
に
委
せ
ら
れ
し
、
．
冨
況
を

葺
細
に
語
り
暴
に
一
還
る
も
の
．
．
か
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
洲
　
囁

　
か
か
る
偶
船
鉾
の
・
述
桜
に
よ
り
．
編
・
を
以
て
贈
骨
を
殺
す
る
の
大

罪
人
と
な
す
雛
孝
定
や
、
閥
泳
端
．
の
・
槻
僚
人
の
／
一
入
と
い
は
れ
る

爾
永
枳
の
．
復
鰹
，
脂
肉
が
推
…
め
ら
れ
、
典
の
議
決
と
し
て
　
糧
が
撫
く

　
　
　
　
　
⑤

層
累
絵
局
の
怨
憩
、
即
ち
北
初
島
に
赴
電
姫
鱒
〃
募
っ
て
京
樽
に

入
り
∴
壁
闇
．
の
．
諸
巨
を
一
掃
せ
ん
と
す
る
大
計
雀
ん
臨
．
．
…
ら
．
し
む
べ
く

そ
の
實
行
資
金
と
し
て
金
髪
圓
を
調
籍
す
る
こ
と
に
流
し
て
過
は

大
な
る
苦
心
を
佛
ひ
偏
を
し
て
乙
未
導
礎
ハ
の
U
撚
報
を
記
せ
し
め
・
て

漸
く
入
手
す
る
を
え
、
一
．
．
樫
と
姦
し
て
潮
解
黒
表
の
期
日
を
警
め
た

が
、
　
一
方
こ
の
．
．
復
糧
．
，
や
軍
猫
に
て
行
は
ん
・
と
す
ろ
高
永
橿
菰
〃
、
こ

の
、
計
諜
を
李
N
、
塩
獲
離
慧
二
人
の
．
・
亡
命
諸
人
門
．
．
い
鞍
．
憎
し
九
、
⇔
詣
、
ぐ
、
偶
粛

鴨
猟
躯
中
（
鮮
獣
身
）
繋
と
の
閥
・
午
謬
羅
場
を
浮

せ
ん
と
し
て
桑
に
も
警
察
宮
の
．
保
護
に
よ
っ
て
愚
な
嚢
を
え
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

同
賭
に
石
弱
へ
の
．
〔
復
懲
げ
計
測
押
礁
臼
太
∴
梶
械
瓦
解
」
μ
．
餐
ガ
∵
　
少
る
に
憎
満
つ
た
の
．

で
壁
は
か
か
る
維
瀕
を
呉
に
を
る
糧
に
遜
継
し
、
．
今
後
は
筆
舌
を

以
て
…
購
ゆ
蟹
刺
　
さ
ん
と
嘗
へ
る
と
灘
ハ
に
、
　
一
魑
の
．
総
べ
・
π
乙
志
木
　
、
　
一
叢
製
の

顛
宋
を
小
村
外
務
大
潟
に
上
申
し
て
婦
の
．
退
壷
命
令
を
請
ふ
た

：1’

一一

P．一

七

い
｝
黛

　　

@　

j
賛
μ

一
二

、．ﾌJ，，｛東にでば今　U．のに廻書百1…　を事こ
穴にに刺一一｛．・．・／t．ノ1μ”返己を要撃．二、響にれ然
牟逸よさ．弩とに鴬遷ぐ才．し考蝿こド〃の引欝二盗る
｝、1｛つ！）れ聞し祭が命の衣鴨婆・尋でから　くに
にて｝マ1．．ノ済＝ナこ式1乏1：i：．令達ξにとへ　、らん先壱藷
慧：乏躍ミ呼薯1氾摂とのイ’トに國藻慈の、サ｝・1先が生ft

蟹㍉轟轟臨魁ll　l論慕雛鋒藷．詑ll
たナニひ　り　”下潮｝濾　ら撮二本醜　置1にが簸
が（ゆ烹　、仁十・つ諮三1擁し範戴窪1．．．1にし’他’認り
　’で太次川弩ナこ過1．iilめに（りへ此てな讐l　l、．．彗
獄元子でに穴が能・煮た致磯書にノ．7・らの永
’1．二黒．の1、、；、．i：婬ドi　’爾にがさ紳生熟のぬ意9・之
もを：ε穿7がし霧：ミ．罫恐三鑑走と　、し　、のる誓釜’）雌て來
そ＝ミ戎を入ナニかしはに．．きそめ／」・｛ゲと倉養今・を漢方
（わじ！ゾ瀞こ．）葺逆1焦3三；掻｝」｝し、：1寸塗蕪しのやi．販し
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孝無！：諸るの受一をし醗ぐ）義務巻・そ議死せ淡
に期護や響け［ll：．iたの親署大鷲σ）を醒し路
感tf，t’㌘ヒ．ゴ．．1一勲テ蓮．i．1二r．の1謙鷺魔lj，ll　lま三雲してめき難

じ潮煮は㌫1へこ／で籍　’を．レ＼し冷て遜　’件
てと嚢、1欝にに，1．二》範内　溝の．〆言涼ほへ己を
優し宇と．高來灘國と務る上のと．しのれ癖
ラ鑑義講tk．eのがナこに蕪三慰、｛ヅ（と・申ノ磁しい至夏囲1・難
しii．羅：東乗9｝膏の遊よ牽各駆婆ζ＝ノ｛：撫量三ごと豪～警入し
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李
朝
二
期
に
於
げ
る
二
黒
の
基
本
紀
行
に
就
い
て
．
（
下
〉

た
¢
併
合
後
は
黛
條
件
に
麗
敷
さ
れ
齢
縢
し
た
。
こ
れ
が
手
記
の

訟人

v
一
じ
帝
ゆ
る
。

　
倫
四
、
　
こ
の
．
乖
」
勲
ぬ
に
於
て
一
葎
一
∬
す
べ
さ
び
は
旋
渦
一
の
南
戴
牝
鴬
諾
ル
黍
隅
ぐ

る
の
歌
況
と
韓
薗
と
の
闘
係
を
記
し
て
を
る
こ
と
で
あ
る
．
即
ち

三
ヤ
四
年
越
響
正
月
、
雰
が
楊
に
上
牛
覆
・
の
門
出
4
8
誘
ら
・
し
め
ん
と

し
て
設
け
た
酒
宴
の
席
で
、
．
，
掃
が
韓
懸
の
！
珊
駿
よ
り
見
て
大
改
草

を
行
は
ね
ば
な
、
鰯
ぬ
と
し
大
禦
ル
決
行
し
允
こ
と
ル
厩
言
す
る
や

勢
は
門
、
襟
の
愛
唄
の
．
苦
一
八
は
認
・
の
る
が
東
洋
鷲
、
は
竜
洋
と
無
ハ
り
君

と
國
と
の
別
が
な
い
．
故
に
罎
，
の
爲
め
に
土
を
犯
せ
ば
民
は
以
て

磐
國
の
罪
入
と
な
し
丼
に
敏
か
ざ
る
の
攣
，
賊
と
爲
さ
ん
う
“
：
…
…

礒
滋
役
後
、
欝
本
は
我
が
國
の
殿
治
の
．
改
新
に
努
昂
た
　
色
々
の

障
碍
が
あ
っ
て
む
賑
怨
し
て
今
日
に
薫
φ
詐
多
O
進
か
を
昆
た

然
る
に
不
幸
に
し
て
讐
擁
播
凄
の
．
こ
と
あ
り
、
｝
全
摂
ゐ
・
禦
げ
て
北

畑
の
鍬
下
に
供
素
・
し
．
た
こ
と
は
謡
い
に
東
洋
の
…
峯
和
に
躍
す
る
あ

り
、
更
に
韓
a
の
．
漉
睡
を
望
ま
な
け
れ
ば
H
撫
の
役
、
迫
る
こ
と

口
前
に
あ
り
、
此
れ
鴛
、
綾
急
か
．
計
ら
・
∵
急
進
に
失
す
る
も
の
に

翻
る
か
、
君
の
講
明
を
以
て
し
て
癒
し
く
後
宥
∵
の
戒
を
思
ふ
べ
き

で
あ
る
、
隔
と
い
っ
て
を
る
こ
と
や
、
ま
た
最
後
に
淡
路
事
件
趨
る

や
墾
が
小
村
外
務
大
臣
に
提
腐
し
た
上
申
井
に
も
王
妃
獄
に
遇
ふ

の
二
墨
を
叙
し
、

　
因
之
鐙
釣
露
公
館
概
説
之
事
。
附
説
而
致
無
國
勢
力
膨
脹
於
金

　
齢
怖
。
　
凶
之
　
睡
夢
薫
辛
緊
父
冷
…
失
一
誠
臨
…
ナ
鵠
磁
．
．
閃
一
ナ
鵠
燗
致
臼
鍍
川
之
役

　
迫
在
目
前
。
瀬
之
而
致
東
洋
大
局
之
挙
和
聯
絡
。

と
も
蓮
べ
て
を
り
、
泄
孝
冗
の
眼
に
映
じ
た
牛
島
を
中
心
と
す
な

肩
露
淘
係
の
展
閉
ほ
興
陳
深
い
も
の
が
あ
る
。

誕
①
　
副
因
干
渉
と
讐
に
朝
鮮
に
於
け
る
ロ
シ
ア
の
勢
力
は
H
に
増
鋤
し

　
　
た
こ
と
は
前
に
も
蓮
べ
た
が
、
明
治
三
＋
年
九
”
、
公
使
シ
バ
イ
エ

　
　
ル
の
清
任
以
來
、
　
胃
暦
張
硬
方
針
を
採
り
繕
税
務
司
も
英
醜
人
を
免

　
　
じ
て
館
閣
人
に
替
へ
し
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
英
米
爾
口
の
反
感
を
買

　
　
ひ
露
目
は
漸
次
朝
鮮
よ
り
退
い
て
燃
…
洲
終
漁
に
主
力
を
独
ぐ
こ
と
に

　
　
し
た
の
で
、
韓
猿
内
に
於
け
る
露
緩
派
も
凋
落
し
、
公
使
シ
バ
イ
エ

　
　
ル
は
欝
職
婦
目
し
た
。
（
三
十
…
年
照
邦
）
そ
こ
で
八
肩
親
欝
派
で
葡
．

　
　
軍
都
大
距
で
あ
っ
た
安
歯
冠
は
人
を
募
っ
て
入
悶
し
、
瞬
躍
を
却
か

　
　
し
．
て
位
を
ぬ
∵
天
子
に
護
ら
し
め
ん
と
し
た
が
、
癖
威
ら
ず
し
て
逃
亡

　
　
し
、
煎
ハ
の
…
類
は
碧
島
に
流
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
Q
（
朝
鮮
史
火
系
最

　
　
近
山
二
二
一
五
八
一
貝
（
欝
照
）

　
◎
　
安
翻
欝
は
元
寒
閾
妃
沃
で
あ
り
、
慌
目
十
渉
後
、
貰
本
の
鍔
朝
鮮

　
　
策
も
礎
化
し
井
上
公
使
が
婦
閥
す
る
や
驚
妃
は
ウ
エ
ベ
〃
欝
騰
公
使

　
　
に
蘇
り
欝
軍
派
を
舞
犀
せ
ん
と
し
、
関
泳
駿
は
晦
紫
の
問
を
幹
旋
し

　鵠σ
s



鮒
寒
期
に
於
け
箒
瓢
…
瓢
の
欝
幸
田
鴛
に
就
い
て

（　

A
）

瑚網

鼬
ｯ
μ
を
鯉
牌
瀞
階
し
晶
凱
黒
愉
嚢
癩
り
軟
．
し
　
霧
糊
一
蹴
藩
磁
喪
の
準
麟
…
を
”
撤
い
だ
〇

　
十
鷲
七
鎚
鷹
既
申
・
よ
り
傭
難
署
と
し
て
”
搬
壷
争
公
便
紬
蹴
に
勢
嵐
嬬
窯
剛
職
誕
鎖
障

　
解
敷
の
議
な
計
ら
し
め
ら
駈
た
の
は
降
、
砂
冠
．
部
火
撒
靴
り
し
娑
駅
…
欝

　
で
あ
る
Q
ハ
菊
地
謙
護
著
大
跡
鷺
君
緯
二
…
…
　
…
織
）
窯
九
乙
・
米
の
礎
鈴
晦

　
も
賞
筒
中
で
火
駄
臨
…
饗
の
兵
の
入
“
蝋
を
防
い
で
を
る
○
（
題
藻
謙
…
二
八
曜
撮
）

．
彼
が
懸
謀
く
子
鰭
鵡
立
浬
…
動
を
試
み
た
の
も
ロ
シ
ア
勢
力
の
鞍
綴
に
あ
っ

　
た
の
で
．
あ
る
．
u
然
る
に
彼
を
　
翻
め
て
獲
本
に
亡
命
せ
し
め
た
癩
藤
公

使
の
轡
漁
翻
は
明
か
で
な
い
◇

　
労
那
学
竃
は
乙
串
弔
の
磯
ん
の
昨
、
絃
毅
・
貰
細
や
七
鯵
欝
廷
で
あ
っ
た
が
、
繕
獄
訊

　
九
月
、
官
を
免
ぜ
ら
馳
て
家
居
し
、
後
簸
界
に
歌
馳
て
漬
欝
し
お
と

竃
コ
手
記
に
蓮
べ
て
を
る
“

③
　
感
口
の
い
ふ
小
窄
瀞
賦
紳
割
融
の
思
辮
心
に
淋
脳
い
て
纏
激
醜
路
寓
刷
伴
　
砂
錘
，
に
世
顕

　
禺
と
の
嘗
て
の
童
談
を
慈
、
起
し
て
噛
罫
榔
鷺
灘
つ
翫
が
蔵
の
中
に
㎝
讃

　
（
萬
）
購
。
亡
韓
勲
旛
實
露
韓
息
∵
．
鄭
縞
範
善
亡
之
也
。
余
拶
然
薄
典

　
撫
Q
灘
。
軌
轡
蟻
餓
之
上
庭
置
。
我
有
巽
上
小
∵
　
薩
し
窺
蝕
其
下
辮
訊
戴
。
以

　
圃
玖
ム
7
賢
之
韓
亡
O
亡
縫
胃
鋸
出
剰
Q
罪
我
伊
描
講
O
鑓
O
欝
口
澗
薦
也
O
閏
O
菅
隅

．
欝
之
事
。
翻
眉
綻
帯
二
盾
並
へ
部
○
則
必
r
不
驚
ム
㌣
疑
之
論
し
。
除
矯
欝
燭
田
勧
齋
◇

　
雰
添
欝
蔵
富
一
乎
」
と
い
っ
て
を
る
と
こ
ろ
に
激
さ
馳
て
を
る
。
然
し
て

　
脚
は
こ
の
手
紙
の
諮
り
に
晃
撫
砲
～
繋
。
震
於
修
歎
殿
内
覇
之
堂
上
Q

　
以
轍
鍍
蕉
愛
醸
之
香
・
無
0
叢
子
貼
犠
経
内
…
鮒
之
鰍
醐
賊
O
云
々
」
と
も
蓮
べ

　
て
を
る
。
岱
』
、
慈
が
乙
点
塞
鑓
の
ゆ
嬉
絹
嚢
記
緑
・
丁
る
に
麗
つ
た
事
隷
胸
等

　
は
縮
給
籍
で
あ
る
が
、
此
に
は
瓢
切
欝
略
す
る
こ
と
に
し
翫
の
で
醐
謡
を

　
畿
猟
さ
ぬ
と
こ
ろ
も
あ
る
○

第
一
　
＋
七
巻

第
繊
號
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